
元

代

類

書

に

お

け

る

『
文

公

家

禮

』

の

引

用

-
至
元
八
年
婚
姻
礼
制
所
引
を
中
心
に
ー

森

田

虫思

司

は

じ

め

に

元
朝

の
至
元
八
年

(
一
二
七

一
)
に
、
次
の
よ
う
な
文
書
が
尚
書

省
か
ら
出

さ
れ
た
。
ま
ず
、
『元
典
章
』
巻
三
〇

・
禮
部

・
婚
姻
礼

制
に
よ

っ
て
、
そ
の
文
書

の
冒
頭
を
紹
介
す
る
。

至
元
八
年
九
月
、
尚
書
禮
部
、
契
勘
す
る
に
、
人
倫
の
道
は
、

婚
姻
を
大
と
爲
す
。
即
今
、
聰
財

・
錘
會
は
、
已
に
定
例
有
る

の
外
、
拝
門
の

一
節

に
擦
き
て
は
、
女
眞
の
風
俗
に
係
れ
ば
、

遍
く
合
囑
に
行
し
て
革
去
せ
し
む
る
の
外
、
漢
兜
人
の
奮
來

の

膿
例

に
擦
き
て
は
、
朱
文
公
家
禮
の
内
の
婚
禮
を
照
得
し
、
古

え
を
酌
み
今
に
准
り
、
下
項
の
事
理
を
擬
し
到
れ
り
。
呈
し
て

奉
じ
た
る
尚
書
省
の
札
付
に
、
翰
林
院
兼
國
史
院
に
再
送
し
、

披
詳
せ
し
む
れ
ば
、
相
慮
な
ら
ん
。
移
し
て
准
け
た
る
中
書
省

の
杏
に
、
議
し
得
た
る
に
、
登
車

・
乗
馬

・
設
次
の
禮
は
、
亦

た
貧
家
の
辮
ず
る
能
わ
ざ
る
の
外
、
其
蝕
の
事
に
擦
き
て
は
、

擬
す
る
所
に
依
准
し
て
、
遍
く
合
囑
に
下
し
、
上
に
依
り
て
施

行
し
、
伍
お
各
部
に
關
し
て
照
會
せ
し

め
よ
。

至
元
八
年
九
月
、
尚
書
禮
部
、
契
勘
、
人
倫
之
道
、
婚
姻
爲
大
。

即
今
、
聰
財

・
錘
會
、
已
有
定
例
外
、
擦
拝
門

一
節
、
係
女
眞

風
俗
、
遍
行
合
囑
革
去
外
、
擦
漢
兜
人
蕾
來
膿
例
、
照
得
朱
文

公
家
禮
内
婚
禮
、
酌
古
准
今
、
擬
到
下
項
事
理
。
呈
奉
尚
書
省

札
付
、
再
送
翰
林
院
兼
國
史
院
、
披
詳
、
相
慮
。
移
准
中
書
省

盗
、
議
得
、
登
車

・
乗
馬

・
設
次
之
禮
、
亦
貧
家
不
能
辮
外
、

擦
其
鯨
事
、
依
准
所
擬
、
遍
下
合
囑
、
依
上
施
行
。
伍
關
各
部

照
會
。
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こ
の
文
書
を
要
約
す
れ
ば
、
「
漢
兜
人
」
の
婚
姻
の
礼
制

に
つ
い

て
は
、
朱

子
の
編
ん
だ
と
さ
れ
る

『文
公
家
禮
』

(以
下
、
『
家
禮
』
)

の
各
条

を
ベ
ー
ス
と
し
た
規
定
を
作
成
し
た
の
で
、
そ
れ
に
従
う
よ

う
に
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
掲

の
文
中

に
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
後

に
、
『
家
禮
』

の
各
条
と
、
各
条
ご
と
の

「
議
得
」
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
『家
禮
』
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
紹

介
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
朱
子
が
編
ん
だ
と
さ
れ
る

(後
掲

の
吾
妻
氏

の
著
に
よ
れ
ば
、
偽
託
説
は
ほ
ぽ
否
定
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
)、
冠

・
婚

・
葬

・
祭

に
つ
い
て
の
実
践
的
な

マ
ニ
ュ
ア
ル

で
、
中
国
近
世

の
士
大
夫
社
会
の
実
情
に
適
合
し
た
礼

の
制
度
と
し

て
、
ま

た
朱
子
の
権
威

に
も
よ

っ
て
、
以
後
の
中
国
各
王
朝
の
み
な

ら
ず
、

日
本
や
朝
鮮
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
世
界
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

た
。
『家
禮
』
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
氏
に

『朱
烹

『家
礼
』
の

版
本
と
思
想
に
関
す
る
実
証
的
研
究
』

(平
成

一
二
年
度
-
平
成

一

四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(基
盤
研
究
(C
)
(2
))
研
究
成
果
報

告
書
、

二
〇
〇
三
)
が
あ
り
、
諸
版
本
の
研
究
と
、
校
訂
本
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
以
下
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多

い
。

さ
て
、

こ
の
至
元
八
年

の
文
書
は
、
『
元
典
章
』
(巻
三
〇

・
禮
部

・
婚
姻
禮

制
)
、
『
通
制
條
格
』
(巻
三

・
戸
令

・
婚
姻
禮
制
)
、
『
翰

墨
全
書
』

(以
下
、
『翰
墨
全
書
』、
米
沢
本
丁
集
巻
四

・
至
元
婚
禮
、

　　
　

そ
れ
以
外
乙
集
巻
四
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
わ
ず

か
ず

つ
だ
が
文
字
の
異
同
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
論
文
は
、
こ
れ
ら

の
テ
キ
ス
ト
の
間
の
文
字
の
異
同
か
ら
、
資
料
間
の
性
格
の
差
を
考

え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
吾
妻
氏
は
、
前
掲
書
の

中
で
宋
元
明
清
各
時
代
で
の

『家
禮
』
の
刊
刻
状
況
を
詳
細
に
論
じ

て
お
ら
れ
る
が
、
今
回
取
り
あ
げ
る
よ
う
な
資
料
に
つ
い
て
は
、

『
元
典
章
』

に
お
け
る
引
用

(後
述
す
る
よ
う
に
厳
密
な
意
味
で
の

引
用
で
は
な
い
が
)
に
言
及
さ
れ
る
以
外
に
は
、
こ
れ
ら
の
法
制
資

料
や
類
書
の
類
で
の
引
用
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、

管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
、
こ
の
至
元
八
年
の
文
書
の
よ
う
に
な
に
か

の

一
部
分
と
し
て
で
は
な
く
、
『
家
禮
』
を

『
家
禮
』
そ
の
も
の
と

し
て
掲
載
す
る
書
物
と
し
て
は
、
『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
(以
下
、

『
居
家
必
用
』
)
、
『
事
林
廣
記
』
(至
順
本
以
降
)、
『
翰
墨
全
書
』、

『新
編
事
文
類
要
啓
箭
青
銭
』
、
『新
編
婚
禮
備
用
月
老
新
書
』
(国
立

国
家
図
書
館

[台
北
]
蔵
)
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の

形
式
で

『
家
禮
』
を
掲
載
し
て
お
り
、
今
回
問
題
と
す
る
法
令
で
の

引
用
と
も
ど
も
、
『
家
禮
』

の
刊
刻
、
受
容

の
歴
史
の
資
料
と
し
て

は
興
味
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
問
題
は
筆
者
の
能
力
の
及
ぶ

と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
筆
者
が
か
ね
て
関
心
を
有
し
て

い
る

『
事
林
廣
記
』
に
つ
い
て
若
干
触
れ
る
以
外
は
、
本
稿
の
対
象
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の
外
と
す

る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
『
元
典
章
』
所
収
の
文
書
を

見
る
限
り

で
は
、
『
家
禮
』
を
ベ
ー
ス
に
し
た
規
定
は
、
婚
礼

に
つ

い
て
の
み
存
在
し
、
他
の
三

つ
に
つ
い
て
は
見
出
せ
な
い
。

な
お
、

以
下

で
使
用
す
る
版
本
は
、
『元
典
章
』
が
、
故
宮
博
物

院

[台
北
]
所
蔵
元
刊
本
影
印
本
、
『通
制
條
格
』
が
内
閣
大
庫
明

初
墨
格
写
本
影
印
本
、
『
翰
墨
全
書
』
は
、
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
泰

定
元
年
麻
沙
呉
氏
友
干
堂
刊
本

(京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
景
照

本
)、
『事
林
廣
記
』
は
、
国
立
公
文
書
館
蔵
至
順
刊
本
景
照
本
、
中

華
書
局
影
印
北
京
大
学
蔵
後
至
元
刊
本
、
元
禄

一
二
年
刊
和
刻
本
、

『居
家
必
用
』
は
、
『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
書
』
影
印
明
刊
本
、

で
あ
る
。
『
家
禮
』

に
つ
い
て
は
、
吾
妻
氏
前
掲
書
所
載
の
校
訂
本

(底
本
は
、
『
孔
子
文
化
大
全
』
影
印
国
家
図
書
館

[北
京
]
蔵
宋
刊

本
)
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
す
る
。

校

異

ま
ず
、
『
元
典
章
』
を
ベ
ー
ス
と
し
た

『
家
禮
』
各
條
の
校
異
を

見
て
い
た
だ
こ
う
。
各
条
に

『家
禮
』
の
吾
妻
氏
校
訂
本
を
併
記
し
、

異
同
の
あ
る
箇
所
に
は
傍
線
を
施
す
こ
と
と
す
る
。
各
書
名
に
つ
い

て
は
、
元
典
章
11
典
、
通
制
條
格
"
通
、
翰
墨
全
書
11
翰
、
家
禮
11

家

、

の
略

号

を

用

い
る
。

於

と
干

、

婿

と
婿

、

　　
　

い

て

は
、

注

記

し

て

い

な

い
。

ま

た

、

[

]

の
細

字

註

の
部

分

で
あ

る
。

婚
と
昏
の
違
い
に
つ

で
示
し
た
の
は
原
文

議
婚議
婚

身
及
主
婚
者
無
期
以
上
喪
、
乃
可
成
婚
。
必
先
使
媒
氏
往

來
通
言
、
側

(家

・
通

侯
)
女
氏
許
之
、
然
後
納
采
。

前
件
議
得
、
其
諸
議
婚
之
家
、
合
依
此
例

而
行
。

男
子
年
十
六
至
三
十
、
女
子
年
十
四
至
二
十
、
身
及
主
昏

者
無
期
以
上
喪
、
乃
可
成
昏
。
必
先
使
媒
氏
往
來
通
言
、
侯
女
氏

許
之
、
然
後
納
采
。

※

『家
禮
』

の
冒
頭
に
あ
る

「
男
子
年
十
六
至
三
十
、
女
子
年

十
四
至
二
十
」
の
箇
所
は
、
三
書
と
も
見
え
な
い
。
文
書
作

成
の
際

に
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

議 家
昏 禮

 

納
采納
采

[係
今
之
下
定
也

(翰

也
ナ
シ
、
家

納
其
采
澤
之
禮
、

即
今
世
俗
所
謂
言
定
也
)
]
主
人
具
書
、
夙
興
、
奉
以
告

(通

・

9



家

於

ア
リ
)
祠
堂

[人
之
大
倫
、
於
禮
爲
重
。
必
當
告
廟
而
後

行
。

示
不
忘
租
。
而
今
往
往
倶
無
祠
堂
、
或
書
影
及
鳥
立
位
牌

亦
是

(家

注
記
な
し
)]
、
測

(通

・
家

乃
)
使
子
弟
爲
使
者

如
女
氏
。
主
之

(通

・
家

女
氏
主
人
、
翰

上
之
)
出
見
使
者
、

遂
奉
書

以
告
干
祠
堂
、
出
以
復
書
授
使
者
、
遂
禮
之
。
使
者
復
命
。

婚
主

(通

・
家

婿
氏
主
人
)
復
以
告
干
祠
堂
或
婚
主
人
等
親
往

納
采
者
聴

(家

復
以
下
な
し
)
。

前
件
議
得
、
婚
姻
之
禮
人
之
大
倫
、
於
禮
爲
重
。
必
當
告
廟
而
後

行
。
示
不
忘
於
租
先
。
擬
合
依
上
施
行
。

(納
其
采
揮
之
禮
、
即
今
世
俗
所
謂
言
定
也
)
主
人
具
書
、

奉
以
告
於
祠
堂
。
乃
使
子
弟
爲
使
者
如
女
氏
。
女
氏
主
人

出
見
使
者
、
遂
奉
書
以
告
於
祠
堂
。
出
以
復
書
授
使
者
、
遂
禮
之
。

使
者
復
命
婿
氏
、
主
人
復
以
告
於
祠
堂
。

夙 納 家
興 采 禮
、

 

納
幣納

幣

[係
今
之
下
財
也

(也

翰
作
禮
、
家

古
禮
有
間
名

・
納

吉
。
今
不
能
蓋
用
、
止
用
納
采

・
納
幣
、
以
從
簡
便
)
]
具
書
、

遣
使
如

女
。
授
書
而

(家

如
女
氏
女
氏
受
書
)
復
書
、
禮
賓
。

使
者
復
命
。
並
同
納
采
之
儀

前
件
議
得
、
擬
合
酌
古
准
今
、
照
依
已
定
、
錘
會
以
男
家
爲
主
會
、

請
女
氏
諸
親
爲
客
。
先
入
坐
、
男
家
至
門
外
、
陳
列
幣
物
等
。
令

媒
氏
通
報
、
女
氏
主
人
出
門
迎
接
相
揖
。
侯
女
氏
先
入
、
男
家
以

次
随
幣
而
入
。
畢
酒
、
請
納
幣
。
飲
酒
、
受
幣
。
詑
女
氏
主
人
同

禮
、
婚
家
飲
酒
、
畢
、
主
人
待
賓
如
常
禮
。
許
婿
氏
女
子
各
各
出

見
、
並
去
世
俗
出
差
之
弊
。

※
通
制
條
格
の
納
幣
の
條
は
、
『
家
禮
』
部
分
を
欠
き
、
「前
件

議
得
」
以
下
を
引
く
。

納 家
幣 禮
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(古
禮
有
間
名

・
納
吉
。
今
不
能
蓋

用
、

以
從
簡
便
)
納
幣
。
具
書
遣
使
、
如
女
氏
、
女
氏
受
書
、

禮
賓
。
使
者
復
命
。
並
同
納
采
之
儀
。

止

用
納

采

・
納

幣
、

復

書

、

親
迎親
迎

前
迎

(術
字
か
)
期

一
日
、
女
氏
使
人
張
陳
其
婚

(通

・

家

婿
)
之
室
。
質

(通

・
家

原
)
明
、
婿
家
設
位
干
室
中
、

女
家
設
次
干
外
。
初
婚

(家

昏
)
姻

(通

・
家

婿
)
盛
服
。

主
人
告
干
祠
堂
、
遂
酷
其
子
而
命
之
迎
。
婿
出
馬

(通

・
家

出



乗
馬
)
、
至
女
家
侯
干
次
。
女
家
主
人
告
干
祠
堂
、
遂
酷
其
女
而

命
之
。
主
人
出
迎
、
婿
入
萸
鷹
。
颯

(通

・
翰

・
家

娚
)
奉
女

出
登
車
、
(通

・
家

婿
ア
リ
)
乗
馬
先
行

(家

ナ
シ
)
婦
車
。

至
其
家
、
導
婦
以
入
。
婿
婦
之

(通

・
翰

・
家

交
)
拝
、
就
坐

飲
食
、
畢
、
婿
出
、
復
入
、
脱
服
、
濁

(通

・
翰

・
家

燭
)
出
。

主
人
禮
賛

(通

・
家

賓
)
。

前
件
議
得
、
擬
照
依
此
例
而
行
。
所
擦
登
車

・
乗
馬

・
設
次

・
萸

鴉
之
禮
、
近
下
貧
窮
之
家
不
能
辮
者
、
從
其
所
便
。

家
禮

親
迎

前
期

一
日
、
女
氏
使
人
張
陳
其
婿
之
室
。
蕨
明
、
婿
家
設

位
於
室
中
、
女
家
設
次
於
外
。
初
昏
、
婿
盛
服
。
主
人
告
於
祠
堂
、

遂
酷
其
子
而
命
之
迎
。
婿
出
乗
馬
、
至
女
家
倹
於
次
。
女
家
主
人

告
於
祠
堂
、
遂
酷
其
女
而
命
之
。
主
人
出
迎
、
婿
入
萸
鴉
。
娚
奉

女
出
登
車
、
培
乗
馬
先
婦
車
。
至
其
家
、
導
婦
以
入
。
婿
婦
交
拝
、

就
坐
飲
食
、
畢
、
婿
出
、
復
入
、
脱
服
、
燭
出
。
主
人
禮
賓
。

婦
見
舅
姑

婦
見
舅
姑

明
日
、
夙
興
、
婦
見

(通

於
、
家

干
ア
リ
)
舅

姑
。
(通

・
家

舅
姑
禮
之
ア
リ
)
測

(家

婦
)
見
干
諸
尊
長
、

若
婦
家

(通

・
家

家
婦
)
則
餓
於
舅
姑
。
舅
姑
饗
之
。

前
件
議
得
、
合
依
此
例
而
行
。

家
禮
婦
見
舅
姑

明
日
、
夙
興
、
婦
見
干
舅
姑
。
舅
姑
禮
之
、
婦
見
干

諸
尊
長
、
若
家
婦
則
餓
干
舅
姑
。
舅
姑
饗
之
。

廟
見廟

見

三
日
、
主
人
以
婦
見
婦

(通

於
、
家

・
翰

干
)
祠
堂

前
件
議
得
、
合
依
此
例
而
行
。
如
無
祠
堂
、
或
懸
影
及
篤
位
牌
亦

是
。

家
禮
廟
見

三
日
、
主
人
以
婦
見
干
祠
堂
、

婿
見
婦
之
父
母

婿
見
婦
之
父
母

明
日
、
婿
往
見
婦
之
父
母
。
次
見
婦
窯
諸
親
。

矧

(翰
ナ
シ
)
家
禮
婿
、
如
常
儀

(翰

也
ア
リ
)

前
件
議
得
、
酌
古
准
今
、
婦
之
父
母
受
婿
拝
禮
。
鯨
依
上
儀
。
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家
禮

墳
見
婦
之
父
母

明
日
、

婦
家
禮
婿
、
如
常
儀
。

婿
往
見
婦
之
父
母
。
次
見
婦
窯
諸
親
。

二

校
異
か
ら
見
た
諸
本
の
性
格

以
上

の
校
異
の
結
果
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
『
元
典
章
』
だ
け
を

見
る
と
、
『
家
禮
』
と
間
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
が
、
『家
禮
』
と

『通
制
條

格
』
と
は
、
注
記
の
部
分
と
、
「婦
見
舅
姑
」

の

一
箇
所
を

除
い
て
は
、
同
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
至
元
八
年
の
文
書
は
、

『家
禮
』

の
各
条
項
に
、
「
議
得
」
の
語
で
は
じ
ま
る

「酌
古
准
今
」

の
結
果

の
補
正
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
と
い
う

の
も
、
『
元
典
章
』、
『翰
墨
全
書
』
に
見
ら
れ
る
、
『家
禮
』
と
の
文

字
の
違

い
の
多
く
は
、
明
ら
か
な
誤
字

・
術
字
、
あ
る
い
は
同
語
の

反
復
に
と
も
な
う
書
き
飛
ば
し
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多

い
か
ら
で

あ
る
。
他
本
と
は
異
な

っ
て
、
『通
制
條
格
』
に
は
元
刊
本
が
な
く
、

明
初
紗

本
で
あ
り
、
紗
写

の
際
に
、
『家
禮
』
に
引
き
ず
ら
れ
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
本
文
の
正
確
さ
か
ら
考
え
て
、

紗
写
の
も

と
と
な

っ
た
本
は
公
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
い

の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
「議
得
」

の
部
分
に
関
し
て
、
『
通
制
條

格
』
は
納
幣
の
項
で

『
家
禮
』
を
引
か
ず

「議
得
」
の
引
用
だ
け
で

あ
る
こ
と
以
外
は
、
廟
見
で
の
引
用
の
み
で
あ
り

(そ
れ
も
細
字
註
)、

『通
制
條
格
』
が
こ
の
文
書
の
正
確
な
本
文

と
は
言
え
な
い
。

さ
て
、
校
訂
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『
元
典
章
』
・
『翰
墨
全
書
』

と

『
家
禮
』
と
の
間
に
は
文
字
の
異
同
が
か
な
り
見
出
さ
れ
、
し
か

も
両
書
で
共
通
す
る
箇
所
が
多
い
。
そ
の
多
く
は
、
両
書
の
側
で
誤

字
が
共
通
し
て
い
る
場
合

で
あ
る
。
例
と
し
て
は
、
「及
使
子
弟
爲

使
者
如
女
氏
」
(納
采
)
の

「及
」
(正
し
く

は
乃
)、
「初
婚
姻
盛
服
」

(親
迎
)

の

「姻
」
(正
し
く
は
婿
)、
婿
出
馬

(親
迎
)
の

「出
馬
」

(正
し
く
は
出
乗
馬
)
「主
人
禮
賛
」
(親
迎
)

の

「賛
」
(正
し
く
は

賓
)、
「
若
婦
家

(通

・
家

家
婦
)
則
餓
於
舅
姑
」
(婦
見
舅
姑
)

の

「
婦
家
」
(正
し
く
は
家
婦
)
な
ど
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
誤
字
の
共
通
は
、
『
元
典
章
』

と

『
翰
墨
全
書
』

の
い

ず
れ
か
が
も
う

一
方
か
ら
こ
の
文
書
を
引
用
し
た
か
、
あ
る
い
は
共

通
の
ネ
タ
本
と
で
も
言
う

べ
き
も
の
が
あ

っ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
の

結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
の
可
能
性
が
高
い
か
を
確
定

す
る
の
は
難
し
い
が
、
そ
の
答
え
を
導
く
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
そ

う
な
の
が
、
『
元
典
章
』
と

『
翰
墨
全
書
』

の
間
に
差
異
が
あ
る
場

合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
『
元
典
章
」

に
誤
字
が

あ
り
、
そ
れ
が

『翰
墨
全
書
』
で
は
正
し
い
文
字
と
な

っ
て
い
る
と
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い
う
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
「納
采
」
の

「
及
使
子
弟
爲
使
者
、
如

女
氏
、
主
之

(通

・
家

女
氏
主
人
、
翰

上
之
)
出
見
使
者
」
の

箇
所
だ
け

は
、
状
況
を
や
や
異
に
す
る
。
こ
れ
は
、
本
来

『通
制
條

格
』
や

『
家
禮
』
に
あ
る
よ
う
に
、
「如
女
氏
、
女
氏
主
人
出
見
使

者
」
と
な

ら
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
を
、
ま
ず

『元
典
章
』
が

「如
女

氏
主
之
出
見
使
者
」
と
誤
り
、
さ
ら
に

『
翰
墨
全
書
』
が
、
「主
之
」

を

「上
之
」
と
誤

っ
た
可
能
性
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ
れ

が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
『
元
典
章
』
が

『
翰
墨
全
書
』

に
先
行
す

る
と
い
う
推
定
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
『
翰
墨
全

書
』
に
は
異
版
が
多
く
存
在
す
る
か
ら
、
単
に
版
を
重
ね
て
い
く
う

ち
に
生
じ

た
ミ
ス
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
が
、

一
つ
の

可
能
性
を
提
示
で
き
る
と
考
え
る
。
『
翰
墨
全
書
』
の
方
が

『
元
典

章
』
よ
り
も
誤
字
が
少
な
い
の
は
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
考
え
れ
ば
、

『
翰
墨
全
書
』
が
先
行
す
る
と
判
断
さ
せ
る
材
料
と
な
る
よ
う
に
見

え
る
が
、

こ
の
箇
所
を
考
え
に
入
れ
る
と
、
『
翰
墨
全
書
』
刊
行
の

際

に

『
元
典
章
』

の
誤
字
を
修
正
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
ち
な

み
に
、
『翰
墨
全
書
』
は
、
同
じ
巻
に
お
い
て
、
「文
公
家

禮
」
と
題

し
て
、
別
に

『家
禮
』
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ

こ
で
は
こ
こ
で
見
出
さ
れ
た
よ
う
な
文
字
の
異
同
は
生
じ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
文
字

の
異
同
は
、
あ
く
ま
で
も
至
元
八
年
文
書

の
引
用
に
際
し
て
生
じ
た
問
題
な
の
で
あ
る
。

当
然
な
が
ら
、
諸
本
刊
行
の
先
後
関
係
が
問
題
に
な
る
が
、
現
行

本

で
見
る
と
、
『
元
典
章
』

に
は
刊
行
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

所
収
の
文
書
は
至
治
元
年

(
=
壬

二

)
で
終
わ

っ
て
お
り
、
新
集

(至
治
条
例
)
は
至
治
二
年

(
=
二
二
二
)

ま
で
の
も
の
を
含
ん
で

い
る
。

一
方
、
『翰
墨
全
書
』
の
米
沢
本
は
泰
定
元
年

(
一
三
二
四
)

の
刊
記
を
有
し
て
い
る
。
両
書
の
刊
行
期
間
は
近
接
し
て
い
る
が
、

『翰
墨
全
書
』
が

『
元
典
章
』
を
利
用
し
た
可
能
性
は
少
な
く
な
い

　る
　

と
言

え

よ

う

o

三

『事
林
廣
記
』
の
場
合

『
翰
墨
全
書
』

に
先
行
す
る
類
書
と
し

て
、
『
事
林
廣
記
』
や

『
居
家
必
用
』
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
の
相
互
関
係
が
、

こ
う
し

た
類
書
を
論
ず
る
際
に
は
問
題
と
な
る
が
、

こ
の
至
元
八
年
の
文
書

に

つ
い
て
は
、
『事
林
廣
記
』
、
『
居
家
必
用
』

の
い
ず
れ
も
収
録
し

て
お
ら
ず
、
『
元
典
章
』
と
の
関
係
と
い
う
角
度
か
ら
の
検
討
は
、

残
念
な
が
ら
お
こ
な
え
な
い
。
し
か
し
、
『
家
禮
』
そ
の
も
の
は
、

い
ず
れ
の
本

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『居
家
必
用
』
は
独
自
の
引

用
の
形
式
を
取
り
、
か
な
り
文
字
の
異
同
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
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さ
て
お
く
こ
と
と
し
、
『事
林
廣
記
』

に
関
し
て
今
回
の
調
査

の
過

程

で
気

の
つ
い
た
点
に
つ
い
て
、
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。
先
に
も

書

い
た
よ
う
に
、
『翰
墨
全
書
』
は
、
至
元
八
年
の
文
書
以
外
に
、

「
文
公
家
禮
」
と
題
し
て

『家
禮
』
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
双
方
、
と
く
に
後
者
を
関
心
の
対
象
と
す
る
。

さ
て
、

元
刊
の

『事
林
廣
記
』
は
、
三
種

(あ
る
い
は
二
種
)
五

本
現
存

す
る
。
そ
の
う
ち
、
筆
者
未
見
の
佐
賀
県
武
雄
市
教
育
委
員

会
蔵
本

は
さ
て
お
き
、
そ
れ
以
外
の

『事
林
廣
記
』
に
お
い
て
は
、

所
載
の

『家
禮
』

の
文
字
は

一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
現

行
の

『家
禮
』
と
比
較
す
る
と
、
文
字
が

一
致
し
な
い
箇
所
が
何
箇

所
か
あ
る
。
吾
妻
氏
の
校
勘
記
を
見
る
限
り
、
『家
禮
』

の
諸
本

に

お
い
て
、

こ
れ
ら
の
部
分
が

『事
林
廣
記
』
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る

本
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
箇
所
で
あ
る
。

納
采

・
注
記

納
其
采
澤
之
地
即
今
世
俗
所
謂
言
定
也

(家

納
其
采
澤
之
禮
即
今
世
俗
所
謂
言
定
也
)

納
幣

・
注
記

古
有
間
名
納
吉
今
止
納
采
納
幣
以
從
簡
便

(家

古
禮
有
間
名
納
吉
今
不
能
壷
用
止
用
納
采
納
幣
以
從
簡
便
)

親
迎

主
人
出
迎
婿
入
葵
娚
奉
女
出
登
車

(家

主
人
出
迎
婿

入
葵
腐
娚
奉
女
出
登
車
)

婦
見
舅
姑

若
家
婦
則
醜
於
舅
姑
舅
姑
享
之

(家

若
家
婦
則

餓
於
舅
姑
舅
姑
饗
之
)

婿
見
婦
之
父
母

(見
出
し
)
夫
見
婦
之
父
母

(家

婿
見
婦
之

父
母
)

婿
見
婦
之
父
母

明
日
夫
往
見
婦
之
父
母

(家

明
日
婿
往
見

　　
　

婦
之
父
母
)

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
上
で
述

べ
た

よ
う
に
、
『
翰
墨
全
書
』

に
は
項
を
改
め
て

『
家
禮
』
婚
礼
の
全
文
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
文
字
の
異
同
は
見
出
せ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

上
で
お
こ
な

っ
た
校
訂
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
す

で
に
引
い
た
至
元
八
年
文
書
の
諸
本

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

こ
れ

ら
の
点

に
つ
い
て

『
事
林
廣
記
』
と

一
致

す
る
も

の
は
な

い
し
、

『居
家
必
用
』

に
も
こ
れ
ら
の
文
字

の
異
同

は
見
出
せ
な
い

(註
4

参
照
)。
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
類
書

の
編
纂
に
当
た

っ
て
は
、

先
行

の
類
書
を
材
料
に
し
て
、

い
わ
ば
糊
と
は
さ
み
で
作
業
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
『
翰
墨
全
書
』

に
関
し
て
も
、
先
行
す

る

『事
林
廣
記
』
が
材
料
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
の
で
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、

そ
の
痕
跡
は
見
ら
れ
な

い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

も
う

一
点
、
『事
林
廣
記
』
所
載
の

『家

禮
』
に
関
し
て
注
目
さ

れ
る
の
は
、
泰
定

の
刊
記
を
有
す
る
和
刻
本

で
は
、
壬
集
巻
二

・
婚
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姻
燕
喜

の
婚
姻
関
係

の
記
事
に
、
『家
禮
』
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
葬
礼

・
祭
礼

(壬
集
巻
三
)
に
お
い
て
も
、

同
様

に

『
家
禮
』
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
和
刻
本
壬
集
巻
二

は
奇
妙
な

構
成
で
、
『東
京
夢
華
録
』

の
引
用
と
婚
礼
の
さ
ま
ざ
ま

な
場

で
用

い
ら
れ
る
詩
の
類
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
巻

頭
に
は

「
婚
姻
燕
喜
」
と
題
さ
れ
て
い
る

一
方

で
、
目
次
で
は
こ
れ

に
対
応
す

る
と
思
わ
れ
る

「婚
姻
蓄
体
」
の
項
と
と
も

に
、
「
嫁
嬰

閃
巻
こ
二

婚
姻
奮
体

婚
姻
儀
式

蘭
酋
語
語

頂
索
津
遣

右
爲
左
纂
、

請
壽
箒
花

逆
婿
入
帳

交
評
技
花

撒
帳
五
蔚

嫁
屡
新
儀

奏
定
体
例

年
甲
高
下

守
志
録
宗

践
巻
ζ
二

迎
仙
容
詞

答
閑
門
詩

債
相
寒
花

合
庸
纂
花

蒙

花

爾
83
椿
慢

解
礁
合
沓

索
利
市
蕾

官
康
聰
禮

同
姓
不
婚

同
類
婚
嫁

唱
拝
致
語

償
相
起
廊

左
爲
方
築

迎
請
新
即

新
郎
入
席

掲
帳
下
床

撒
帳
致
語

莚
奔
品
格

有
妻
ス
事

新
儀
」
な
る
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
て
、
上

に
掲
げ
た
目
次
の
影
印

を
参
照
し
て
い
た
だ
け
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

あ
き
ら
か
に
元
朝
時
代

の
法
令
と
思
わ
れ
る
見
出
し
が
並
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実

際
に
は
こ
れ
ら
の
記
事
は
存
在
し
な
い
。

泰
定
の
刊
記
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
刻
本
に
は
、
南
宋
時

代
の
色
彩
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で

　
　
　

に
も
取
り
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
朱
子
あ
る
い
は
そ
の
学
説
に

関
わ
る
項
目
が
、
他
の
諸
本
と
異
な
る
の
も
、
そ
う
し
た
特
徴
の

一

つ
と
言
え
よ
う
。
他
本
の
先
賢
類

(至
順
本
後
集
巻
五
、
後
至
元
本

丙
集
下
)

に
対
応
す
る
記
事
が
、
和
刻
本

で
は

「伊
学
淵
源
」
(丙

集
巻
二
)
と
な

っ
て
い
て
、
朱
子
後
継
に
つ
い
て
の
記
事
が
な
い
こ

と
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
、
三
国
に
お
い
て
魏
を
正
統

と
し
、
呉
、
蜀
を

「非
正
統
」
と
明
記
す
る
な
ど

(甲
集
巻
七

・
歴

代
門
中
)

の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

和
刻
本

に
お
い
て

『家

禮
』
の
引
用
が
な
い
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
点

と
同
様
、
和
刻
本
の
底

本
と
な

っ
た
本
の
成
立

に
つ
い
て
考
え
る
上

で
の
一
つ
の
材
料
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
文
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究
A

「東

ア
ジ
ア
の
出
版
文
化
」
計
画
研
究

「中
国
近
世
の
知
識
人
社
会
と
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出
版
文
化

と
く
に
科
挙
関
係
資
料
と
類
書
を
中
心
に
」
の
平
成

一
六
年
度
の
成
果
の

一
部

で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所

共
同
研
究

「
元
代
の
法
制
」
班

に
お
い
て
、
『
元
典
章
』

礼
部

の
関
連
部
分
の
訳
読
を
担
当
し
た
際
の
知
見
が
基
と
な

っ
て

い
る
。
関
係
の
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

註(
1

)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

こ
の
他

に
、

『
元
婚
禮
貢
畢
考

』
な

る
書
物

が
、
『
古
學
彙

刊
』

に
収

め

ら
れ

て
い
て
、
至

元
八
年

の
婚
姻
禮

制
が
載

せ

ら
れ
お
り
、

『
元

代
史
料

叢
刊
』

の

『
廟

學
典
禮

』

(漸

江
古
籍

出
版
社

)

に
附

載
さ

れ

て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
文

献

は
、

『
古
學
彙

刊
』

の

「
提

要
」

に
よ
れ
ば
、

『
翰
墨
全

書
』

か
ら
婚
礼

と
科

挙
関
係

の
資
料

を
抄
出

し
た
も

の

で
あ
る
。
従

っ
て
、

こ
こ
で
は
校
異

の
対
象

と
は
し

て
い

な

い
。

た
だ

し
、

「
昏
」

に

つ
い

て
は
、
「
親
迎

」

の

『
家
禮
』

で

「
初
昏
姻

盛
服
」

と
な

っ
て
い
る
箇

所
が
他

の
諸

本

で

「
初
婚
姻

盛
服
」
と

な

っ
て
い
る

の
は
、
文
意

の
上

で
は
誤

っ
て
い
る
。

も
ち

ろ
ん
、
故
宮
本

が
原

刻
本

で
は
な
く
、
後
刻

の
際

に
文
字
を
誤

っ
た
こ
と
や
、
他

の
先

行
す
る

「典
章

」
と

の
関
係

も
可
能
性
と

し

て
は
考

え
ら
れ

る
の
だ
が
。

参
考

ま

で
に
、
吾
妻
氏

校
訂
本

に

『
居
家
必
用
事
類
全

集
』
明
刊
本

(
乙
集

・
家

禮
)

と

の
異
同

を
記

入
し
た

も

の
を
掲

げ

て
お
く
。
和

刻
本

の
該
当
部
分
も

同
じ

で
あ

る
。

議
昏

男
子
年
十
六
至
三
十
、
女
子
年
十
四
至
二
十
、
身
及
主
昏
者

無
期
以
上
喪
、
乃
可
成
昏
。
必
先
使
媒
氏
往
來
通
言
、
倒

(ナ
シ
)

女
氏
許
之
、
然
後
納
采
。

納
采

(納
其
采
澤
之
禮
、
即
今
世
俗
所
謂
言

[ナ
シ
]
定
也
)
主
人

具
書
、
夙
興
、
奉
以
告
於
祠
堂
。
乃
使
子
弟
爲
使
者
如
女
氏
。
女

氏
主
人
出
見
使
者
、
遂
奉
書
以
告
於

(ナ
シ
)
祠
堂
。
出
以
復
書

授
使
者
、
遂
禮
之
。
使
者

(ナ
シ
)
復
命
増
氏
、
主
人
復
以
告
於

祠
堂
。

納
幣

(幣
用
色
絹
貧
富
随
宜
、
今
人
更
用
鋏
釧
羊
酒
)
納
幣

(ナ
シ
)
。

具
書

遣
使
、
如
女
氏
、
女

氏
受
書
、
復
書
、
禮
賓
。
使

者
復
命
。

(
ナ
シ
)
並
同
納
采
之
儀
。

※

『
居
家
』
は
納
幣

の
見
出
し

に
、
注
記

し
た
よ
う
な
註
を
付
す
。

親
迎

前
期

一
日
、
女
氏
使

人
張
陳
其
婿
之
室
。
厭

明
、

増
家
設
位

於

室
中
、
女
家
設
次
於
外
。

初
昏
、
婿
盛
服
。
主
人
告

於
祠
堂
、

遂

酷
其
子
而
命
之
迎
。
婿

出
乗
馬
、
至
女
家
侯
於
次
。

女
家
主
人

告

於

(
ナ
シ
)
祠
堂
、
遂

酷
其
女
而
命
之
。
主
人
出

迎
、
婿
入
葵

腐
。
娚
奉
女
出
登
車
、
婿

乗
馬
先
婦
車
。
至
其
家
、

導
婦
以
入
。

婿
婦
交
葬
、
就
坐
飲
食
、

畢
、
婿
出
、
復
入
、
脱

服
、
燭
出
。
主

人
禮
賓
。

婦

見
舅
姑

明

日
、
夙
興
、

婦
見
干
舅
姑
。
舅
姑
禮
之

、
婦
見
干
諸

尊
長
、
若
家
婦
則
餓
干
舅

姑
。
舅
姑
饗
之
。

廟

見

三

日
、
主
人

以
婦

見
干
祠
堂
、

婿

見
婦
之
父
母

明

日
、
婿

往

(
ナ
シ
)
見
婦
之

父
母
。
次
見
婦
窯

諸
親
。
婦
家

(女
)
禮
培

、
如
常
儀
。

一16一



(
5
)

こ
の
よ
う

に

「
婿
」

を

「
夫
」

に
作

る
本

は
他

に
な
く
、

『
事
林

廣

記
』

本

の

一
つ
の
特

徴
と
言

え
る
。
ち
な

み
に
、

同
條

の

「婦
家

禮

婿
」

の
箇
所

は
、

「
婿
」

に
な

っ
て
い
る
。

(
6
)

「和

刻
本

『
事
林
廣

記
』

に

つ
い
て
」

(『
第
六

届
中

国
域
外
漢

籍
国

際
学

術
会
議
論
文

集
』

一
九
九

三
)
、
「
王
朝
交
代

と
出
版
」

(
『
奈
良

史
学

』

二
〇

二
〇
〇

二
)

な
ど
。
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